
地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

8 豊かな自然環境を守り、環境モデル都市をつくります

① 支所

② （

③

財務部調整どおり

950

800

800800

財源内訳

地域振興特別予算

県支出金
起債
その他

市長の約束
住みやすい街を創ります

事
業
実
施
の
課
題

林務 課）

◎市民生活の中に自然環境を生かした街づくりを進めます

◎環境教育を推進します

地域政策課

要求額増減理由

成果

大切な森林資源を一緒になって守り育て、健全で豊かな森を次世代に引きつ継ぐ

本庁所管課

事業の見直しによる減額

イベント開催数（回） 2 1 1

Ｂ

平成23年度は、国連が定める「国際森林年」と、第20回の節目の年であり記念大会とする。
①森林インストラクターによる森林自然体験やツリークライミング及び木工教室などの木のふれあい。
②地元林業グループによる、森林作業（間伐等）や、森の散策など。

事業の今後の方針
事業概要

継続的に実施

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

事業の目的 特別予算としての位置付け

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業　源流域で、流域住民及び都市部住民が各種森林自然交流体験を行い、環境保護・景観整備・森林保全及び森林育成
の重要性を学ぶ。
　また、岐阜県森林づくり基本条例、大切な森林資源を一緒になって守り育て健全で豊かな姿で次世代に引き継いでい
くことを目的とする。

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事

査定の考え方

国庫支出金

事業費 H23要求額
歳出 950 800

市長査定額
870 800 要求どおり

800870

財務部調整額 財務部の考え方

新規 継続 拡大 縮小
○

H22当初予算額

事業名 53299

3 林業費

源流の森づくり事業

目 2

内線３４３１　　　　　 金額の卖位は、千円

農林水産業費 項

予算要求課 　　一之宮支所　　基盤産業課

林業振興費款 5



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

◎新たな観光資源を発掘し活用します

① 支所

② （

③

H22当初予算額

財務部調整どおり3,000

3,000

継続的に実施

生きびな祭り、臥龍桜・桜まつり、納涼夏祭り、モンデウス・スペシャルホリデー 事業の今後の方針

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

市長の約束
１　積極的な観光振興策を実施します

事業の見直しによる減額

観光

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

合併前から実施している行事・イベントについては、今後の方向性について各事業の内容等の精査を行うとともに、
継続について地域と十分調整する必要がある。

誘客促進と地域産業の振興を図りつつ、各イベントの整理・統合を進める。

住民主体及び、住民参加によるイベント開催への移行

課）本庁所管課

H23計画

事業の目的

観光イベントの開催

要求額増減理由

充実したイベントの開催と、安定した観光客の誘客を図ることにより地域の観光を推進できる。

成果

Ｂ

3,0003,500

終期を定めて実施する事業・卖年度事業

特別予算としての位置付け

事業概要

（事業実施団体への負担金）

3,711

D その他の事業

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事

一般予算の上乗せとして実施されている事業

Ｃ

財務部の考え方
要求どおり

H23要求額 財務部調整額
歳出 3,711 3,500 3,000

3,000

県支出金
起債
その他
地域振興特別予算

査定の考え方

国庫支出金

3,000

市長査定額

1

縮小
○

商工費 項

新規 継続

事業名 62199 観光イベント開催事業

事業費

拡大

財源内訳

予算要求課 　　一之宮支所　　基盤産業課

観光振興費款 6 観光費 目

内線　３４３１　　　　

2

金額の卖位は、千円



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

9,500

心の中や生活に潤いと豊かさを醸し出し、生きがいや、若者の社会参加へのやる気づくりにもつながる芸術文化活動を
さらに浸透させ広げていく。

財務部調整どおり

1,900

7,6007,6007,600

起債

地域政策課

生涯学習 課）本庁所管課

　臥龍桜日本画大賞展は、他の公募展に比べ事業の性質上、多額の経費がかかっている。
他の公募展との関連や位置づけ、市民を巻き込んだ実施手法、経費の節減等について検討する必要がある。

　事業のあり方について、今後検討する必要あり。

要求額増減理由

H21実績

心の豊かさの問われる時代の中、文化交流や文化振興を図るとともに、文化情報発信により国指定天然記念物『臥龍
桜』を全国に向けてＰＲ。

成果

査定の考え方財務部の考え方

（第20回） （第21回）

臥龍桜日本画大賞展及び同小中学生部門の開催
　募集期間：5月、審査会：7月、展覧会：8月～10月（地元展覧会初日に表彰式）

427 市長の約束

DＢ その他の事業

一般予算への移行を含め、事業の実施及び実施方法について検討していく。

事業の今後の方針

Ｃ

事業の目的 特別予算としての位置付け

Ａ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業合併前から実施されているイベント・行事
文化情報発信により国指定天然記念物『臥龍桜』を全国に向けてＰＲするとともに、芸術文化・風土を広く地域文化とし
て定着させる。

一般予算の上乗せとして実施されている事業

事業概要

市長査定額

国庫支出金

9,500 9,500

事業費 H23要求額

財源内訳

地域振興特別予算

目 6款 9

○

事業名

予算要求課 　一之宮支所　　地域振興課

4 社会教育費

歳出

94699 臥龍桜日本画大賞展開催事業

項教育費

1,900 1,900

新規 継続 拡大 縮小

2,936

9,500 要求どおり

1,900

7,600

400

H23計画
（第22回）

298

金額の卖位は、千円

財務部調整額

内線　３４１３　　　　

文化振興費

H22当初予算額

この事業は、将来に向けた文化の香り高い高山市の新たな文化創造のために、市の文化振興事業として継続実施
し、一般予算への移行を検討していく。

H22見込計画・実績・見込

7,736

10,672

事
業
実
施
の
課
題

臥龍桜日本画大賞展出品数（作品）

県支出金

その他



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

財務部調整どおり330

330

市所蔵美術品の展覧の場として施設を有効に活用していくため、継続的に事業を実施していく。

臥龍桜の開花時期にあわせ、市所蔵の臥龍桜日本画大賞展の過去の大賞・優秀賞作品、歴代審査員作品などを一堂
に集めて展示する、臥龍桜日本画大賞展「特別企画展」を開催する。
　実施時期：4月中旬～5月上旬

臥龍桜のＰＲと施設の有効活用（来場者の増）及び日本画の美を通した地域文化の振興

計画・実績・見込

その他

要求額増減理由

H21実績

目 6 文化振興費

市長査定額

Ｂ

日本画の美を通した地域文化の振興を図る

新規 継続 拡大 縮小

財源内訳

地域振興特別予算

教育費 項

330

社会教育費

○

H23要求額
330 330

内線　３４１３　　　　予算要求課 　一之宮支所　　地域振興課

事業名 94699 飛騨位山文化交流館美術展覧会事業

4款 9

金額の卖位は、千円

起債
県支出金

事業費
歳出

国庫支出金

205

財務部調整額H22当初予算額

要求どおり

330 330205 330

本事業は、臥龍桜日本画大賞展の関連事業である。
 （臥龍桜日本画大賞展は、他の公募展に比べ事業の性質上、多額の経費がかかっている。
　他の公募展との関連や位置づけ、市民を巻き込んだ実施手法、経費の節減等について検討する必要がある。）

事
業
実
施
の
課
題

本庁所管課

心の中や生活に潤いと豊かさを醸し出し、生きがいや、若者の社会参加へのやる気づくりにもつながる芸術文化活動を
さらに浸透させ広げていく。

地域政策課

生涯学習 課）

市長の約束

終期を定めて実施する事業・卖年度事業

事業の目的

査定の考え方財務部の考え方

H23計画
700

一般予算の上乗せとして実施されている事業

特別予算としての位置付け

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業概要

566来場者数（人）

その他の事業

847

成果

D

H22見込

事業の今後の方針



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③ 地域政策課

事
業
実
施
の
課
題

スポーツを通しての地域間交流と地域の活性化

地域スポーツ振興事業は、地域の特性に応じた各種大会の開催や地域におけるスポーツ活動の推進等に対する助
成として全支所地域において地域振興特別予算に計上されている。
現在、一般予算事業の中で地域におけるスポーツ教室の開催方法やスポーツイベントのあり方等について検討して
いるところであり、当面、当該事業を継続する中で、事業のあり方や一般予算との関係等を整理する必要がある。

事務局組織を含めた大会運営方法の見直し

　同　上

要求額増減理由

成果

H22当初予算額

スポーツ振興 課）

市長の約束

本庁所管課

参加選手（人） 183 181

合併前から実施されているイベント・行事

全日本ｽｷｰ連盟公認日本選抜ローラースキーみや大会運営負担金　小学生から成人まで男女２１部門で競技を行う。
競技種目：ｸﾗｼｶﾙﾃｸﾆｯｸ（６部門）・ﾌﾘｰﾃｸﾆｯｸ（１１部門）・小、中、高校生、成人（男女）　開催日時：毎年８月第１日曜日

事業の今後の方針

実行委員会の自主運営による事業の継続H21実績 H22見込 H23計画
180

計画・実績・見込

特別予算としての位置付け

事業概要

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

全日本スキー連盟公認大会として、全国のクロスカントリー選手の夏期強化の一環を担うとともに、地元の小、中、高校
生の選手の育成と、遠方からの保護者を含めた来町を促すことで地域の活性化を図る。

Ａ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

事業の目的

Ｃ

起債
県支出金

800850

その他

歳出 900

財源内訳

地域振興特別予算 900

国庫支出金

850 800

市長査定額H23要求額
800

査定の考え方

新規 継続 拡大 縮小
○

財務部調整額事業費

目 1

財務部の考え方

体育総務費

事業名 95199 地域スポーツ振興事業費

款

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課 内線３４１１　　　　　

保健体育費9 教育費 項 5

金額の卖位は、千円

800

800 800

財務部調整どおり要求どおり



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

　同　上

要求額増減理由

地域政策課

実行委員会の自主的な活動につなげることにより、事業の継続性を図るため。

本庁所管課 スポーツ振興 課）

市長の約束

事
業
実
施
の
課
題

地域スポーツ振興事業は、地域の特性に応じた各種大会の開催や地域におけるスポーツ活動の推進等に対する助
成として全支所地域において地域振興特別予算に計上されている。
現在、一般予算事業の中で地域におけるスポーツ教室の開催方法やスポーツイベントのあり方等について検討して
いるところであり、当面、当該事業を継続する中で、事業のあり方や一般予算との関係等を整理する必要がある。

事務局組織を含めた事業運営方法の見直し

成果

登山を通して自然に親しみながらの体力づくりと、一之宮地域の誘客・宣伝

参加者(人） 73 70 70

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

登山を通して、健康促進と、宮川の源流の森の重要さ、意義を広く認識してもらう機会として有効な事業である。

事業概要
川上岳登山実行委員会負担金 事業の今後の方針

実行委員会の自主運営事業として一定期間の負担を行う。

終期を定めて実施する事業・卖年度事業

事業の目的

川上岳の豊かな自然を利用し、健康志向・トレッキングブームのニーズに対応した軽登山として開催する。
登山参加者に、源流の森の自然を体感してもらい、自然の美しさを再認識してもらう。

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

特別予算としての位置付け

歳出 116 90 80

○

財務部調整額H22当初予算額 査定の考え方財務部の考え方 市長査定額H23要求額
80

起債

新規 継続 拡大 縮小

教育費 項 5

8090地域振興特別予算

県支出金
国庫支出金

金額の卖位は、千円

体育総務費

事業名 95199 地域スポーツ振興事業費

款 9 目 1

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課 内線３４１１　　　　　

保健体育費

財源内訳

116

事業費

その他

財務部調整どおり要求どおり

80 80

80



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

財源内訳

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課

事業名 95199 地域スポーツ振興事業

5 保健体育費 目

内線３４１１　　　　　 金額の卖位は、千円

款 9 教育費 項

○

1 体育総務費

新規 継続 拡大 縮小

査定の考え方財務部調整額 財務部の考え方
900

市長査定額事業費 H22当初予算額 H23要求額
歳出 1,100

県支出金
国庫支出金

9001,000

地域振興特別予算 9001,0001,100

起債
その他

事業の目的 特別予算としての位置付け

ジュニアとシニアを対象としたスキー大会を開催すことにより、子どもからシニア世代までがスキーに親しみ、冬季のス
ポーツ振興と、市外や県外からのスキー愛好家がモンデウスに集うことにより、モンデウススキー場を中心とする一之宮
地域の活性化と高山市全体の誘客を図ることができる。

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

事業の今後の方針
シニアスキー大会　　対象：４０歳以上（男女） 競技：ジャイアントスラローム

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

事業概要
ジュニアスキー大会　対象：小学生～中学生　競技：ジャイアントスラローム

実行委員会の自主的な大会として一定期間の負担を行う。

参加選手（人） 368 360 360

市長の約束

成果

スポーツを通しての地域間交流と地域の活性化

本庁所管課 スポーツ振興

要求額増減理由

地域政策課

実行委員会の自主的な活動につなげることにより、事業の継続性を図るため。

実行委員会の自主財源の確保による運営

事
業
実
施
の
課
題

課）

地域スポーツ振興事業は、地域の特性に応じた各種大会の開催や地域におけるスポーツ活動の推進等に対する助
成として全支所地域において地域振興特別予算に計上されている。
現在、一般予算事業の中で地域におけるスポーツ教室の開催方法やスポーツイベントのあり方等について検討して
いるところであり、当面、当該事業を継続する中で、事業のあり方や一般予算との関係等を整理する必要がある。

　同　上

財務部調整どおり要求どおり900

900 900



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

　　一之宮支所 地域振興課

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

起債
その他

140248

財務部調整どおり

270

課）本庁所管課

市長の約束

　地域を基盤とした老後の社会活動の円滑な展開とまちづくりへの高齢者の参画を支援し、老人クラブの活動のより一
層の充実と活発な取組みのため、一般会計予算へ移行。

事業の今後の方針

一般予算の上乗せとして実施されている事業

地域政策課

高年介護

要求額増減理由

事
業
実
施
の
課
題

４　個人・家庭・地域を大切にする社会を築きます
市民が幸せな家庭生活を送り、安心して暮らせる地域を築くため、地域の自主的なコミュニティ活動や環境整備事業の予算枠を確保します。
５　医療・福祉を充実させます
地域住民が互いに支えあう仕組みや、緊急時の支援を万全にするため、独居老人、要援護者等への地域福祉体制の整備します。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

成果

高齢者の健康づくりや生きがいづくり

地域振興特別予算 140

66

会員数（人） 575 576 576
卖位クラブ数（クラブ） 6

D

老人クラブの高齢者の生きがいや健康づくり、地域におけるボランティアなどの自主的な活動を支援する。

その他の事業Ｂ

合併前から実施されているイベント・行事 終期を定めて実施する事業・卖年度事業ＣＡ

県支出金 280

事業概要
各区長寿会の運営を支援するため、事務局設置に係る経費を助成する。

特別予算としての位置付け事業の目的

172

歳出

280150

H23要求額
420

事業費

国庫支出金

420 420

財源内訳

280

140

内線　3421 金額の卖位は、千円

財務部調整額H22当初予算額 市長査定額

款 3 民生費 項

要求どおり

査定の考え方財務部の考え方
420 420

○

予算要求課

老人福祉費1 社会福祉費 目 3

縮小

事業名 31399 老人クラブ活動費助成事業

新規 継続 拡大



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

要求どおり

373

H21実績 H22見込

事業概要
　巨木周辺へのセラミツク炭の散布

起債
その他

財源内訳

地域振興特別予算 335 370

歳出 335

課）

　地域の大切な自然財産を後世に残すため、適切な保護管理を行う。

　巨木保護策の改修・改修及び草刈等周辺整備

　巨樹巨木保護管理（本）

計画・実績・見込

要求額増減理由

地域政策課

成果

本庁所管課

事
業
実
施
の
課
題

1

地域政策

　今後も計画的に保護柵の設置や、セラミック炭を散布することで、順調に生育することができる。

市長の約束　　　

Ａ

H23計画

　　　セラミック炭の散布、保護柵改修等

1 1

Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

継続的に実施する

事業の今後の方針

Ｂ

合併前から実施されているイベント・行事

特別予算としての位置付け事業の目的

査定の考え方市長査定額H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方
373 財務部調整どおり370

370

370

370

拡大

国庫支出金

H22当初予算額

370

予算要求課

県支出金

縮小
○

事業費

新規 継続

金額の卖位は、千円

総務管理費 目 18 環境政策費

　　一之宮支所　　基盤産業課 内線　3431

1

事業名 21899 巨樹巨木保護管理事業

款 2 総務費 項



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

130

130

県支出金

130

その他
起債

Ｃ

130

財務部調整どおり

地域振興特別予算 130

補助交付件数（件） 2

終期を定めて実施する事業・卖年度事業

事業概要
事業の今後の方針

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

合併前から実施されているイベント・行事

査定の考え方財務部の考え方

その他の事業

今後継続する。

各種保護活動（桜・バイカモ等）を行なっている各団体に対しての助成。

2 2

計画・実績・見込

成果

地域政策課

市長の約束

地域政策

自然環境の維持・水質保全

要求額増減理由

事
業
実
施
の
課
題

課）本庁所管課

H21実績 H22見込 H23計画

130

Ｂ

希尐動植物（桜・バイカモ等）を保護することで、桜が薫る美しい農村風景や、源流の特徴ある自然生態系が保たれる。
また地域審議会においても本事業の必要性が認識されており、地域住民の愛郷精神が図られる。

Ａ

事業の目的 特別予算としての位置付け

歳出 130

財源内訳

国庫支出金

市長査定額
130 130 要求どおり130

財務部調整額H22当初予算額 H23要求額事業費

自然生態系保全事業

18項

縮小拡大

金額の卖位は、千円

2 総務費

予算要求課 　　一之宮支所　　基盤産業課

環境政策費1 総務管理費 目
21899

新規 継続

事業名
款

内線3441　　　　　



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

　モンデウス交流促進センターの適正な管理

成果

8,000

その他
8,000

要求額増減理由

地域政策課

課）商工本庁所管課

より集客につながる魅力のある施設づくりが必要。

市長の約束

2 商工業・地場産業をさらに発展させます
モノづくり上手で売り手上手な産業を育成します
　将来の地域経済を支える持続的な振興を図るため、高速交通網や広大な市域の特性を活かした新しい産業育成に取
り組み、新規常雇用者の増加を目指します。

継続的に実施

赤字施設であるため、今後、経営改善及び施設の方向性の検討が必要である。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

事業の今後の方針

事業の目的 特別予算としての位置付け

一般予算の上乗せとして実施されている事業

合併前から実施されているイベント・行事

事業概要
　位山交流促進センター管理委託料

Ｂ

要求どおり

8,000

歳出 8,000

D その他の事業

　位山交流促進センター（道の駅付帯施設）の施設管理 Ａ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業Ｃ

○

財源内訳

地域振興特別予算

県支出金
起債

国庫支出金

8,000

市長査定額財務部調整額 財務部の考え方事業費 H22当初予算額

継続

目款 6 1 商工費

事業名 61199 位山交流促進センター管理事業

新規

1

拡大 縮小

8,000

H23要求額

商工費 項

予算要求課 一之宮支所　基盤産業課

指定管理者による経営改善の実施が必要である。

事
業
実
施
の
課
題

内線　3431 金額の卖位は、千円

商工振興費

査定の考え方
8,000 8,000 財務部調整どおり

8,000

8,000



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

②

③

500

500 要求どおり

土木費 項

県支出金

その他
66

予算要求課 一之宮支所　　基盤産業課 内線　３４４１　　　　 金額の卖位は、千円

目 1 道路橋りょう総務費2 道路橋りょう費7款

縮小

財務部調整額 財務部の考え方

地域道路橋りょう管理振興事業費　　（市道未登記用地測量事業）

事業費 H22当初予算額

66
H23要求額

○

事業名 72199

新規 継続 拡大

査定の考え方

国庫支出金

市長査定額
500 500歳出

起債財源内訳

地域振興特別予算 500500

未登記路線の整備
（旧町村時代に、未登記のまま道路整備した路線の登記整理）

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業の目的 特別予算としての位置付け

H23計画

　市道未登記箇所の確定測量を行い登記関係書類を作成し、所有者から寄付により道路用地として高山市へ所有権移
転登記を行う。

終期を定めて実施する事業・卖年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

未登記解消（路線数） 1 1 3

事業概要
事業の今後の方針

　重要路線の未登記処理は平成26年度までに終える計画・実績・見込 H21実績 H22見込

地域政策課

　重要路線の未登記処理は平成２６年度までの完了を目途に計画的に実施することとしているため、当業務の重要
性を認識の上、予算要求年度において計画額よりも減額した場合は、次年度以降に調整し進捗量の維持を図るこ
と。

本庁所管課 （　維　持　課　）

　業務の計画的な執行を図ること

要求額増減理由

市長の約束

事
業
実
施
の
課
題

成果

地権者による道路封鎖や売買時の権利問題等の解消

財務部調整どおり500

500



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

財務部調整どおり1,400

1,400

薬剤散布機については、委託先が調達するため減額1,400

1,400

款 7

内線　３４４１　　　　

市長査定額

金額の卖位は、千円

財務部調整額
3,030

事業名 74599 地域景観保全振興事業（桜の里づくり）

予算要求課 一之宮支所　　基盤産業課

景観保全総務費4 都市計画費 目 5

○

土木費 項

新規 継続 拡大 縮小

県支出金

事業費 H23要求額

国庫支出金

H22当初予算額

財源内訳

1,400

地域振興特別予算 3,0301,4001,069

特別予算としての位置付け

起債
その他

終期を定めて実施する事業・卖年度事業合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業の目的

H23計画

歳出

薬剤散布機購入に伴う増

観光客の増加による地域振興並びに環境保全の推進（愛護精神の高揚）

要求額増減理由

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

桜の里の景観を保全、桜花が薫る美しい農村風景の保全
Ａ

Ｂ

H21実績
維持管理（補植・施肥・防除等）（本）

事業概要
一之宮地域内にある桜の維持管理（補植・施肥・防除等）

1,000 1,000 1,100
計画・実績・見込

成果

査定の考え方財務部の考え方

その他の事業

H22見込

事業の今後の方針

桜の里としての一之宮地域の景観保全のみでなく、高山市全体のイメージアップにつながっていく業であり、今後の継続
を検討する。

市長の約束

1,069

薬剤散布機の有効活用と維持管理。

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

都市整備 課）本庁所管課

　薬剤散布機については、価格、使用頻度、維持管理等を考慮すると、購入することが得策とは考え難い。
　地域振興特別予算終了後、如何に桜を管理・保全していくのかを考える必要がある。



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

の一環としての継続を検討。

① 支所

② （

③

財務部調整どおり470

470

査定の考え方財務部の考え方

その他の事業一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

花づくり講習会：５月上旬　花苗配布６月中旬　審査会：９月中旬

要求額増減理由

市長の約束
4　個人・家庭・地域を大切にする社会を築きます

花苗購入の一本化

事
業
実
施
の
課
題

成果

一之宮町内の環境美化推進に大いに期待できる。

　市民が幸せな家庭生活を送り、安心して暮らせる地域を築くため、地域の自主的なコミュニティ活動や環境整備事業の
予算枠を確保します。

地域政策課

市民活動推進 課）本庁所管課

地域社会教育事業は、花いっぱい運動に係る経費として全支所地域において地域振興特別予算に計上されてい
る。予算措置の内容は、管理委託や花苗等の配付等、地域によって異なっている。
現在、花いっぱい運動に対する各種事業との関係を整理しているところであり、当面、当該事業を継続するなかで、
事業のあり方や一般予算との関係等を整理する必要がある。

13,620 14,200花苗配布（本） 12,650

この事業は、花づくりを通して地域ぐるみの豊かな心の育成に取り組むことを目的としており、美しい地域づくり運動の

計画・実績・見込

Ａ

H21実績 H22見込 H23計画

事業概要
一之宮町の２６班及び１５子ども会等に花の苗を配布し個性ある花壇づくりを行なう。 事業の今後の方針

470

合併前から実施されているイベント・行事

事業の目的 特別予算としての位置付け

Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業美しい地域づくりを、町民みんなで取り組む花いっぱい運動を行う。
花づくりを通して、地域の絆を深め、豊かな心の育成を行う事を目的にこの事業を行う。

Ｂ

起債

地域振興特別予算
その他

H23要求額
376 470歳出 470

国庫支出金

H22当初予算額

376

県支出金

○

事業費

新規 継続 拡大 縮小

財源内訳

470

市長査定額

内線３４１１　　　　　 金額の卖位は、千円

目 1 社会教育総務費社会教育費

花いっぱい運動事業

教育費 項

要求どおり

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課

4

事業名 94199

款 9

財務部調整額
470

470



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

1,000

『いつまでも暮らしたい地域づくり』の推進を目指す活動の一環としてこの事業を行っており、平成２６年度まで地域振興
特別予算により事業を実施していく。

財務部調整どおり1,000

特別予算としての位置付け

終期を定めて実施する事業・卖年度事業

一般予算の上乗せとして実施されている事業

H21実績 H22見込

事業概要
事業の今後の方針

地域が主体となって取り組む文化振興事業に対する助成

成果

市長の約束

計画・実績・見込
文化講演会開催数（回）

　同上

地域政策課

事
業
実
施
の
課
題

一之宮町社会教育推進運営委員会の重点スローガンである『集いの輪をみんなで広げよう』に向けた地域の絆づくり。

要求額増減理由

生涯学習 課）本庁所管課
　地域文化振興事業は、地域の公民館等において開催される文化祭・芸能祭、文化講演会等に対する助成として全
支所地域において地域振興特別予算に計上されている。
　現在、文化芸術鑑賞事業を市内にある一定規模以上のホール等を含めた事業として拡大展開を検討しているた
め、文化芸術鑑賞事業と地域文化振興事業との関係を整理する必要がある。また、地域によって、内容・実施主体・
助成割合等が異なっているため、一定のルール化についても検討する必要がある。

心の中や生活に潤いと豊かさを醸し出し、生きがいや、若者の社会参加へのやる気づくりにもつながる芸術文化活
動をさらに浸透させ広げていく。

D

合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

H23計画
1 1 1

査定の考え方財務部の考え方

その他の事業

1,000

優れた芸術文化にふれる機会の充実を図る

事業の目的

Ａ

Ｂ

1,000800

起債
県支出金

1,000

地域文化振興事業

1,0001,000 800 要求どおり

款 9 教育費 項

予算要求課

市長査定額

継続 拡大 縮小

金額の卖位は、千円

文化振興費4 社会教育費 目 6

　一之宮支所　　地域振興課 内線　３４１３　　　　

著名な講師を招くための講演料（講師謝金）の増

H22当初予算額

その他

財務部調整額

新規

事業名 94699

国庫支出金

事業費
歳出

財源内訳

地域振興特別予算

○

H23要求額

1,000



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

H22当初予算額

45

査定の考え方財務部の考え方
要求どおり 財務部調整どおり

地域の伝統芸能保存のため、一般予算への移行を検討する

市長の約束

50

地域政策課

文化財 課）本庁所管課

要求額増減理由

事業の今後の方針

53 50

成果

伝承文化の継承

参加者数（人）

事業概要
地域芸能保存会の活動に対する助成

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

D その他の事業

地域芸能保存会へ助成することで、地域の伝統文化・芸能の保存と継承を図る Ａ

Ｂ

合併前から実施されているイベント・行事

H23要求額
45

事業の目的

地域振興特別予算
その他

○

事業費

財源内訳

歳出
国庫支出金

起債

社会教育費

拡大 縮小

45 45

款 9

県支出金

4

新規 継続

事業名 94799 地域伝統芸能保存会助成事業

目

金額の卖位は、千円

文化財費7

内線３４１１　　　　　

教育費 項

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課

市長査定額財務部調整額
4545

45

事
業
実
施
の
課
題

　各地域の伝承芸能保存活動に対しては引き続き継続的な支援活動が必要と考えているが、その方法については
検討が必要。

特別予算としての位置付け

終期を定めて実施する事業・卖年度事業

一般予算の上乗せとして実施されている事業

Ｃ

4545 45



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （
継続して実施する必要がある。

③

県支出金

H22当初予算額

財務部調整どおり180

180地域振興特別予算 180180

その他

査定の考え方財務部の考え方

その他の事業

成果

市長の約束

財源内訳

事
業
実
施
の
課
題

国指定天然記念物であるので、後世に永く伝えることができる。

要求額増減理由

国指定記念物を大切に守り育てるために、継続的に保護管理を実施していく。

地域政策課

文化財 課）本庁所管課

育成指導回数（回） 1 2 2
草刈・施肥回数（回） 3 3 3

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

草刈・施肥の委託。

事業概要
臥龍のサクラの保護育成指導。 事業の今後の方針

事業の目的 特別予算としての位置付け

国指定天然記念物「臥龍のサクラ」の保護育成
Ａ

Ｂ

合併前から実施されているイベント・行事 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

歳出 180

Ｃ

市長査定額

起債

国庫支出金

財務部調整額事業費 H23要求額

9

新規 継続 拡大 縮小
○

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課

文化財費

事業名 94799 国指定天然記念物「臥龍桜」維持管理事業

4 社会教育費款

金額の卖位は、千円

目 7

180 要求どおり

119

119

内線３４１１　　　　　

180

180

教育費 項



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （
歴史街道の維持管理は必要である

③

一般予算の上乗せとして実施されている事業

文化財 課）本庁所管課

300

300

財務部調整どおり

要求額増減理由

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

査定の考え方財務部の考え方

その他の事業

大切な遺産を後世に伝えるために継続的に実施し、一般予算への振替を行う。計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

成果

貴重な文化財の保護保全

市長の約束

終期を定めて実施する事業・卖年度事業Ａ

DＢ

事業概要

3 3

位山道の維持管理（草刈等）を行う。

草刈回数（回） 3

奈良時代からの官道遺構「位山道」（市指定文化財）を維持管理して後世に伝える。

事業の今後の方針

事業の目的

Ｃ合併前から実施されているイベント・行事

特別予算としての位置付け

起債

国庫支出金
県支出金

その他

要求どおり

300

歳出 300

財源内訳

地域振興特別予算 300300

○

43 300 300

社会教育費款 9

継続 拡大 縮小

市長査定額財務部調整額H23要求額

事業名 94799 位山道維持管理事業

新規

H22当初予算額事業費

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課

文化財費教育費 項

内線３４１１　　　　　 金額の卖位は、千円

目 74

43



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （
計画に基づき実施する。

③

800

財務部調整どおり800

県支出金
国庫支出金

起債

H22当初予算額事業費 H23要求額
357

財源内訳

800

内線３４１１　　　　　 金額の卖位は、千円

目 7教育費 項

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課

文化財費

事業名 94799 文化財標柱等設置事業

4 社会教育費款 9

新規 継続 拡大 縮小
○

地域振興特別予算 800

市長査定額

その他

800 要求どおり

合併前から実施されているイベント・行事

800

財務部調整額

800

文化財標柱の設置により、市民に対する文化財の周知を行い、文化財に対する理解と保護意識の高揚を図る。
Ａ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

事業の今後の方針

歳出 800

357

Ｂ

４０箇所ある標柱を、市指定文化財の順番で整備

Ｃ

国内外から訪れる多くの観光客に名所旧跡、文化財等をわかりやすく紹介するため、パンフレット、説明版等の整備や、
人と人のつながりを大切にする語り部の育成に取り組みます。

地域政策課

文化財 課）本庁所管課

事
業
実
施
の
課
題

要求額増減理由

成果

市長の約束

査定の考え方財務部の考え方

その他の事業

平成２６年までに一之宮地域の指定文化財の標柱を整備する必要があり、毎年５本ずつ更新を実施する。

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

事業の目的 特別予算としての位置付け

指定文化財の周知と文化財保護の意識高揚

計画・実績・見込 H21実績 H22見込
5

H23計画

事業概要

石製標柱設置数（箇所) 3 5



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

財源内訳

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課

事業名 95199 地域スポーツ振興事業

5 保健体育費 目

内線３４１１　　　　　 金額の卖位は、千円

款 9 教育費 項

○

1 体育総務費

新規 継続 拡大 縮小

査定の考え方財務部調整額 財務部の考え方
160

市長査定額事業費 H22当初予算額 H23要求額
歳出 180

県支出金
国庫支出金

160170

地域振興特別予算 160170180

起債
その他

事業の目的 特別予算としての位置付け

一之宮地域の町民がスポーツに親しみ、運動不足の解消と相互の親睦、地域の絆づくりにより地域の活力の増進につ
なげる。

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

事業の今後の方針
競技種目：男女ソフトボール、男女バレーボール、野球、バトミントン、卓球、ゲートボール、グラウンドゴルフ、剣道、スキー

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

開催期間：８月第４日曜日（参加者：夏季大会約７００名、冬季大会約１５０名）

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

事業概要
６地区の町内会で対抗戦として、夏季は１０競技、冬季はスキー競技を行う。

地域の社会体育事業として、事業の継続性を図るため、一定期間の負担を行う。

競技（種目） 8 9 9

市長の約束

本庁所管課

成果

スポーツを通しての地域の活性化

要求額増減理由

スポーツ振興

地域スポーツ振興事業は、地域の特性に応じた各種大会の開催や地域におけるスポーツ活動の推進等に対する助
成として全支所地域において地域振興特別予算に計上されている。
現在、一般予算事業の中で地域におけるスポーツ教室の開催方法やスポーツイベントのあり方等について検討して
いるところであり、当面、当該事業を継続する中で、事業のあり方や一般予算との関係等を整理する必要がある。

町民のスポーツによる世代間の交流、体力づくりのために参加しやすい競技の継続が必要

事
業
実
施
の
課
題

課）

地域政策課

　同　上

財務部調整どおり要求どおり160

160 160



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

H22当初予算額

財務部調整どおり1,200

1,0001,200

その他

要求額増減理由

成果

一之宮地域住民の健康、交流、地域の活性化を図ることができる。

市長の約束

施設整備、メニュー開発等 施設整備、メニュー開発等

一之宮地域交流促進事業

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

課）地域政策

H23計画
看板設置

散策路の地図・看板設置 平成24年度までとする

本庁所管課

モンデウス飛騨位山活性化促進事業

看板設置

スキー場レストランの整備等

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

散策路の選定 事業の今後の方針

事業の目的 特別予算としての位置付け

一般予算の上乗せとして実施されている事業

事業概要

D

1,200

要求どおり

1,000

その他の事業

一之宮地域の豊かな地域資源を活用し、住民おのおのの健康づくりと、人との交流を深めることにより、地域経済の発
展につながる魅力ある町づくりを進める。

Ａ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業Ｃ

Ｂ

合併前から実施されているイベント・行事

財務部の考え方
歳出 1,200

財源内訳

地域振興特別予算

県支出金
起債

査定の考え方

国庫支出金

1,200

市長査定額H23要求額 財務部調整額事業費

新規 継続 拡大 縮小
○

事業名 20999 一之宮地域力推進事業

1 総務管理費 目 9款 2

1,200

内線　３４３１　　　　 金額の卖位は、千円

総務費 項

予算要求課 　　一之宮所　　基盤産業課

企画費



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

要求額増減理由

事
業
実
施
の
課
題

H22当初予算額

1,000

1,000

本庁所管課

地域政策課

市長の約束

地域政策 課）

・調査回数の増

成果

・地域資源の実態・状況について調査を行った資料を基にして、ワークショップ等を開催し地域活性化を図る。

ワークショップ開催

　地域活力向上のため、地域の魅力の再発見、地域資源の発掘を行うためH24まで継続する。

報告書作成等

H21実績 H22見込 H23計画

事業概要

地域再発見事業 調査、資料収集

計画・実績・見込

・前年度事業によりまとめた地域資源の活用方法を検討、試案を作成し、大学生と地域住民とによるワークショップ等を
開催

事業の今後の方針

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

地域力向上のため、地域の魅力の再発見及び、地域資源の発掘を行う。
Ａ

Ｂ その他の事業

合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

特別予算としての位置付け事業の目的

880

起債

2,000

○

年次計画額とする

縮小

880 2,000歳出

事業名 20999 一之宮地域再発見事業

市長査定額財務部調整額事業費 H23要求額

総務管理費 目 9款 2 項 1 企画費

内線　３４１１　　　　

総務費

金額の卖位は、千円予算要求課 一之宮支所　　地域振興課

新規 継続 拡大

査定の考え方財務部の考え方
1,000 財務部調整どおり

1,000

国庫支出金

財源内訳

地域振興特別予算

県支出金

その他



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

県支出金
起債

400

400

項 目款 2 総務費

財源内訳

地域振興特別予算 400400

金額の卖位は、千円

18 環境政策費

予算要求課 一之宮支所　　　　基盤産業課

事業名 21899

総務管理費

内線3441　　　　　

「源流の里」ほたるの舞う里づくり事業

継続 拡大 縮小

国庫支出金

事業費 H23要求額
歳出 400400

1

○

新規

400

H22当初予算額

その他

事業の目的 特別予算としての位置付け

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事

事業概要
事業の今後の方針

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業Ｂ

ホタルの保護育成を行うことにより、源流の特徴ある自然生態系を保ち、地域住民の愛郷精神を育む。

Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

査定の考え方財務部の考え方
400 要求どおり 財務部調整どおり

市長査定額財務部調整額

5
計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画 地域住民の理解を得て、自主的な保護活動を促す。

地域政策 課）本庁所管課

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

5

河川環境整備・生育調査

要求額増減理由

成果

成育調査回数（回）

市長の約束

ホタルの保護活動を委託する。



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

H22当初予算額

2,500

2,5002,500

2,5002,500

財務部調整どおり

2,500

歳出

起債
その他

国庫支出金
県支出金 2,337

財源内訳

地域振興特別予算

4,700 5,000

課）林務

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

成果

　　利用者の増加及び安全と快適性の向上

本庁所管課

要求額増減理由

市長の約束

　　林道舗装延長（m） 320 330 320
H22見込 H23計画

事業概要

継続的に実施する

　　林道舗装新設 事業の今後の方針

事業の目的 特別予算としての位置付け

計画・実績・見込 H21実績

　　位山登山利用者の多いダナ平林道の急勾配部を舗装し、利用者の安全と快適性の向上を図る。
Ａ

Ｂ

2,5002,363

Ｃ

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

終期を定めて実施する事業・卖年度事業合併前から実施されているイベント・行事

新規 継続 拡大 縮小

査定の考え方

2,500

5,000

事業費

款 5 農林水産業費

○

項

予算要求課 　　一之宮支所　　基盤産業課

事業名 53299 ダナ平林道整備事業

3 林務費 目

3431 金額の卖位は、千円

林業振興費

5,000

市長査定額

2

5,000

H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方
要求どおり



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

H22当初予算額

財務部調整どおり5,000

5,0005,000

課）地域政策課

5,000

要求額増減理由

地域政策課

成果

利用者の安全性の向上

本庁所管課

事
業
実
施
の
課
題

市長の約束

H23計画
登山道・遊歩道整備(km) 2 3 2

事業概要

継続的に実施する

登山道・遊歩道整備　Ｌ＝２ｋｍ 事業の今後の方針

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

　利用者の安全性の向上のため、登山道・遊歩道の改修整備を行う。

Ｂ

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

事業の目的 特別予算としての位置付け

その他の事業

財源内訳

地域振興特別予算

県支出金

4,578

査定の考え方

国庫支出金

事業費 H23要求額 財務部調整額
歳出

○

起債
その他

商工費 項

新規 継続 拡大 縮小

予算要求課 　　一之宮支所　　基盤産業課

款 6

事業名 62499

2 観光費

「源流の里」登山道・遊歩道整備事業

4

財務部の考え方

内線　3431 金額の卖位は、千円

自然公園費目

市長査定額
5,000 5,000 5,000 要求どおり

5,000

4,578



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

1,000

内線　3431 金額の卖位は、千円

商工費 項

予算要求課 　一之宮支所　　基盤産業課

自然公園費2 観光費 目 4款 6

○

歳出

事業名 62499 「源流の里」案内看板整備事業

1,000

市長査定額財務部調整額 財務部の考え方

新規 継続 拡大 縮小

県支出金

その他

査定の考え方

国庫支出金

1,0001,187 1,000

事業費 H23要求額H22当初予算額

起債

合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

事業の目的 特別予算としての位置付け

事業の今後の方針

Ｂ

継続して実施する

　「源流の里」一之宮地域や田園風景に調和した統一的な看板を整備する。

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

事業概要

Ａ

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画
　看板設置数（箇所） 1 1 1

市長の約束

成果

本庁所管課

パンフレットを作成する事業が終了したことによる減

　観光客等利便の向上

要求額増減理由

地域政策

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

課）

　看板設置

1,000

財源内訳

地域振興特別予算 1,0001,187

財務部調整どおり1,000

1,000

要求どおり



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （
国庫補助事業であり、専門家の指導に基づく実施が必要。

③

県支出金

H22当初予算額

財務部調整どおり8,000

4,000地域振興特別予算 4,0002,500

その他

査定の考え方財務部の考え方

その他の事業

成果

市長の約束

財源内訳

事
業
実
施
の
課
題

臥龍のサクラの保護

要求額増減理由

保護処置の種類と行う場所が違うための増

地域政策課

文化財 課）本庁所管課

保護処置 土壌改良 副幹保護処理
支柱交換

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

事業概要
臥龍のサクラの副幹の腐朽部分の保護処置と支柱の更新。 事業の今後の方針

樹木の状況に合わせて保護事業を継続して行う必要がある。

事業の目的 特別予算としての位置付け

国指定天然記念物「臥龍のサクラ」の樹勢維持のための保護
Ａ

Ｂ

合併前から実施されているイベント・行事 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

歳出 8,000

Ｃ

市長査定額

起債

4,000国庫支出金

財務部調整額

4,000

事業費 H23要求額

4,000

9

新規 継続 拡大 縮小
○

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課

文化財費

事業名 94799 国指定天然記念物「臥龍桜」保護事業

4 社会教育費款

金額の卖位は、千円

目 7

8,000 要求どおり

内線３４１１　　　　　

2,500

4,000

教育費 項



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

◎最新の媒体を駆使し、多様な誘客を行います

① 支所

② （

③

150

H22当初予算額

財務部調整どおり150

62199 清酒臥龍桜醸造助成事業

150

観光費

縮小

予算要求課 　　一之宮支所　　産業振興

150

内線　３４３１　　　　

事業名

○

金額の卖位は、千円

目 1 観光振興費項 2

財務部調整額 市長査定額財務部の考え方事業費

款 6

新規 継続

商工費

拡大

150 150 150

査定の考え方

国庫支出金

H23要求額

財源内訳

地域振興特別予算 150

起債
その他

県支出金

要求どおり歳出

150

終期を定めて実施する事業・卖年度事業

Ｂ

観光誘客宣伝

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

事業概要
事業の今後の方針

事業の目的 特別予算としての位置付け

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

継続して実施する
臥龍桜を活用した観光誘客宣伝事業に対する助成

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画
清酒臥龍桜の製造販売（本） 2,500 2,500 2,500

地域政策課

成果

清酒臥龍桜を活用した観光宣伝をすることで、臥龍桜や日本画大賞展を広くＰＲできる。

当該地域の主要な観光資源である臥龍桜を効果的にＰＲするために有効な手法を検討する必要がある。

課）観光本庁所管課

今後、組合独自で継続していけるように推進していく。

事
業
実
施
の
課
題

市長の約束
１　積極的な観光振興策を実施します

要求額増減理由

150



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

事
業
実
施
の
課
題

体験活動を通した自然環境保全の大切さを深め、身近な自然環境に関心を持つことができ、また、ゴミのポイ捨て禁止
など公衆道徳を守り、社会のルールやマナーを考えて行動する実践力を身につける。

地域政策課

成果

　保護者との調整が必要
　この地域のみ交流事業を続けて行く必要性を検討。旧町村時の姉妹友好都市提携の調整では「地域の交流として
継続していく」となっている

本庁所管課 学校教育

事業そのものは良い内容だが、高山地域では補助金を受けずに同様の事業を行っている学校もある現状で、それら
との均衡を図ることも重要であるため、保護者負担が可能な範囲まで事業の縮小をしつつ、その中で工夫しながら充
実した事業を継続していく検討が必要。ただ、それぞれの学校で理由があって行き先が決まっている中で市補助を廃
止すると、どの学校も同額の保護者負担とはいかないため保護者の理解も必要。

課）

要求額増減理由

H22から岩瀬小学校との交流会日程を１泊２日から日帰りに変更したため

市長の約束

実行委員会と協議しながら事業内容等を検討していくが、大切な環境教育であるため、一般予算への移行で事業を継
続していく。

計画・実績・見込
参加人数（人） 33 25 25

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

事業概要

神通川の源流域と下流域（富山市岩瀬地区）の子どもたちが、一つの河川を通して自然の摂理・営みから授かる多くの
恵みを得ていることを体験活動を通して相互に学び、自然環境保全の大切さを深めることを目的に実施する。また、ゴミ
のポイ捨て禁止など公衆道徳を守り社会ルールやマナーを考え行動することにより、道徳的実践力を身につける事がで
きる。

H21実績 H22見込 H23計画

事業の今後の方針

事業の目的 特別予算としての位置付け

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

Ｂ

110280

事業費
歳出 280

財源内訳
県支出金

280地域振興特別予算
その他
起債

110 要求どおり

110

280 110

査定の考え方

国庫支出金

H23要求額 財務部調整額H22当初予算額 市長査定額財務部の考え方

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課 内線　　　3413　 金額の卖位は、千円

縮小
○

2 教育振興費小学校費 目款 項 29 教育費

事業名

神通川（宮川）源流の宮小学校と下流域の岩瀬小学校両校５年生の交流学習。
・実施時期：６月下旬
・実施内容：岩瀬小学校との交流の他、源流探検・河川環境調査・活動発表

92299 地域小学校教育振興事業費

新規 継続 拡大

財務部調整どおり110

110



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

課）本庁所管課

H22当初予算額

　　

特別予算としての位置付け

Ａ

市長の約束

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

地域政策

「合併のメリットを生かしつつ、それぞれの地域の特性を伸ばします。」

　市民の創意と工夫によって魅力ある地域づくりが推進できる。

成果 　・地域の個性あるまちづくりと、市域の一体感を創るため、地域が手を取り合って取り組む活動に支援します。

10

　地域の住民が自主的、主体的に取り組む公共性の高い地域づくり事業への補助

3,000

　地域住民の創意と工夫による魅力ある地域づくりを推進するため、市民自らが主体となって取り組む地域振興事業を
支援する。

要求額増減理由

　引き続き継続する。

　補助金交付件数（件） 10 7

H22見込計画・実績・見込

事業の今後の方針

H23計画

事業概要

H21実績

合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

査定の考え方財務部の考え方

その他の事業

財務部調整どおり

起債
その他

1,926 3,000

Ｂ

2,000

市長査定額財務部調整額
2,000 3,000 年次計画額とする 3,000

3,000

国庫支出金

1,926 3,000歳出

財源内訳

地域振興特別予算

県支出金

2 項

拡大 縮小

事業費 H23要求額

総務管理費 目 9款

新規 継続
○

予算要求課 　　一之宮支所　　地域振興課

企画費

内線　　3421　　　

総務費

事業名 20999 地域振興事業補助金

1

金額の卖位は、千円

事業の目的



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

事
業
実
施
の
課
題

安全・安心・快適な住環境づくりと特色ある地域づくり・地域活性化に資する。

要求額増減理由

5,000

合併のメリットを活かしつつ、それぞれの地域の個性を伸ばします

枠配分の調整による 財務部調整どおり5,000

5,000

地域政策課

地域政策 課）本庁所管課

査定の考え方財務部の考え方

その他の事業

成果

市長の約束

6 68
計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

実施箇所（箇所）

引き続き継続する

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

市有施設で地域からの要望に即応するためのもの

市道、農道、水路等の公共施設の軽微な修繕

事業概要

Ｂ

合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業の今後の方針

終期を定めて実施する事業・卖年度事業

事業の目的 特別予算としての位置付け

Ａ

歳出

起債
県支出金

その他
地域振興特別予算

2,000

財源内訳

2,0003,000

2,375 5,0003,000

H22当初予算額

○

新規 継続

20999事業名

拡大

財務部調整額

内線　３４４０　　　　 金額の卖位は、千円

総務費 項

予算要求課 　一之宮支所　　基盤産業課

企画費1 9款 総務管理費 目

市長査定額

国庫支出金

縮小

地域要望対応事業

事業費 H23要求額

2

2,375



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

6,825

財務部調整どおり2,000

H22当初予算額

Ｂ

財務部調整額

特別予算としての位置付け

D

2,000 事業内容を精査
芝生公園の整備要求については、全庁的な跡地利用方針の
中で検討

　一之宮公民館等の隣接する施設の活用もあわせて検討する必要がある。
　管財課との協議が必要

  この事業については、一之宮支所卖独で計画され要求されているが、この土地は管財課所管の普通財産であり、
本来処分することが前提である。
　処分せず他に利用するのであれば、関係各課と協議を実施し計画を定めることが必要。

芝生の維持管理経費（芝刈・施肥）については、調整が必要

Ｃ 終期を定めて実施する事業・卖年度事業

事業の今後の方針

Ａ

市長の約束

乳幼児や保護者、児童がいつでも遊べる芝生広場として活用を期待しているが、整備後の芝生などの維持管理が課
題である。

事業名

合併前から実施されているイベント・行事

一般予算の上乗せとして実施されている事業

内線　３４１２　　　　 金額の卖位は、千円

財産管理費目 8

市長査定額

総務費 項

予算要求課 一之宮支所　　地域振興課

1 総務管理費款 2

20899 公有財産管理事業

○

新規 継続 拡大 縮小

国庫支出金
県支出金

事業費 H23要求額
歳出

財源内訳

地域振興特別予算
その他
起債

6,825

2,000 2,000

建物撤去

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

敷地整備

事業の目的

児童広場整備

その他の事業

要求額増減理由

成果

幼児や児童及び保護者が安心して遊べる場所が確保でき、一之宮地域の憩いの場として、子育て支援の一役を担うこ
とができる。

財務部の考え方

地域政策課

管財 課）本庁所管課

H23計画

　整備面積　930㎡

事業概要
幼児や児童が保護者とともにみんなで集まり、安心して遊べる芝生広場を整備する

事
業
実
施
の
課
題

児童広場の整備

合併のメリットを活かしつつ、それぞれの地域の特性を伸ばします。

査定の考え方



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

新規 継続 拡大 縮小

財源内訳

地域振興特別予算

歳出

○

国庫支出金
県支出金

一之宮支所　　地域振興課

学校整備費

Ｃ

900

内線　３４１１　　　　 金額の卖位は、千円

項
事業名 93399 宮中学校敷地整備事業

中学校費 3目教育費

予算要求課

査定の考え方市長査定額

起債

款 9 3

事業費 H22当初予算額 財務部の考え方
3,900 グラウンド拡張に伴う水路切替工事も地域特別振興予算とす

るため増額

3,900

その他

財務部調整額H23要求額

900

事業概要
中学校敷地の取得・造成

事業の目的

旧校舎敷地がグラウンドとなることにより、单側敷地が不整形に田が張り出しているため、中学生のグラウンド利用の安
全性などを地域審議会や地域住民から整形地にしたほうが良いという要望があるため、

事業の今後の方針

その他の事業一般予算の上乗せとして実施されている事業

計画・実績・見込 H21実績 H22見込
拡張面積（㎡）

D

270

グラウンド整備並びに水路の整備を次年度以降に一般予算で対応していく。

Ｂ

H23計画

事
業
実
施
の
課
題

要求額増減理由

課）本庁所管課

　宮中の改築については、合併の調整時に現敷地面積で行うこととなっている。

　農業振興地域からの除外手続き及び土地購入が完了する時期を待っていては、グラウンド整備工事の日程に支障
が生じる可能性がある。
　グラウンドの広さについては、授業に必要な面積は確保されていると考えている。单側敷地を整形地にすることで
学校開放や地域行事などに有効活用ができると考える。

地域政策課

教育総務

・所有者の理解。
・購入卖価。
・農業振興地域の除外手続。
・グラウンド整備の時期との調整。

3,900

市長の約束

最小限の面積で敷地が広がることにより、野球・陸上・サッカーなどの体育活動が安全性に行え、敷地の有効利用が図
られる。

成果

財務部調整どおり3,900

Ａ

特別予算としての位置付け

合併前から実施されているイベント・行事 終期を定めて実施する事業・卖年度事業



地域振興特別予算　事業別予算概要 一之宮支所

以下は要求時の内容

① 支所

②

③

670

670

716

財務部調整どおり要求どおり 670

670

成果

要求額増減理由

　施設の継続的運営のため、市基準額での土地借上料に近づくよう卖価交渉を継続する必要がある。

本庁所管課

　土地賃貸借卖価が市の基準を上回っており調整が必要である。

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

　基準額内の借地料となるよう精力的に交渉する必要がある。

　市の基準卖価を上回る土地賃貸借

市長の約束

事業の今後の方針

　施設用地（㎡） 507
計画・実績・見込

507 507
H21実績 H22見込 H23計画

事業概要

特別予算としての位置付け

終期を定めて実施する事業・卖年度事業

その他の事業

合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

一般予算の上乗せとして実施されている事業 DＢ

Ａ　施設用地借上

事業の目的

事業費 H22当初予算額 H23要求額
歳出

国庫支出金

財源内訳

地域振興特別予算 6701,113

県支出金

その他
起債

縮小

査定の考え方財務部調整額 財務部の考え方 市長査定額
6701,113

款 項

新規 継続 拡大

金額の卖位は、千円

目

予算要求課 一之宮支所

716

事業名

○


